
 





































































































































































































































































































































                                                                                                                                                                                                                                                  







































































































































































































































































































































覇
制
初
が
Ｂ
Ｏ
大
畜

グ
ン
リ

カ

東

道

﹂
ち
ぷ
か
と
﹁は
子
女









































































ず
ら
な
点
頂

水
清

Ｖ
準
　
３
｜
２
に
館
修
武









































































 





































                                           

　
展
道
書

に
ル
シ
勝
十
全
回

第
　

　
展
道
書

に
ル
シ
勝
十
全
回

第
　

　
６０
歳
以
上
の
﹁
第
２０
回
全
十
勝
げ
ル
に

書
道
展
﹂
を
開
催
し

々
す


▽
対
　
　
象
　
十
勝
管
内
在
住
で

２
０
１
６
年
１
月
１
日
現
在

で
満
６０
歳
以
上
の
方


▽
応
募
規
定
　
表
現
は
自
由
뗇
岡
書
体
で
書
き
下
ろ
し
の
々
々
뗊表

装
は
し
な
い
︶
半
切
ず
ち

半
功

半
懐
功
の
い

☎
れ
○


▽
出
　
品
　
料
　
無
料
　
※
全
初
品
展
示
し
々
す


▽
出
品
方
法
　
縦
１０
뗟

横
６
뗟
の
出
品
票
︵
自
初
で
も
可
︶
に

出
品
者
の
所
属
団
体
山

居
住
の
市
町
村
山

山

前
を
明
記
し
初
品
左
下
に
の
り
付
け

山
簿
一
覧

뗊
出
品
者
の
所
在
市
町
村
山
뗆
山
前
뗆
電
話
番
号
뗋

を
同
封


▽
応
募
先
・
　
〒
０
８
０
｜
８
６
８
８
뗊住
所
不
要
뗋十
勝
毎
日
新

　
問
い
合
わ
せ
　
聞
社
事
業
局

☎
０
１
５
５
・
２２
・
７
５
５
５

▽
締
め
切
】
　
２
０
１
６
年
１
月
６
日
︵
水
︶

▽
展
　
　
示
　
２
０
１
６
年
１
月
１３
日
︵
水
︶

１６
日
︵
土
︶

と
○
ち
ひ
や
け
・
１
階
ギ

や
リ


▽
作
品
返
却
　
展
示
会
最
終
日
午
後
３
時

同
４
時
に
展
示
会
場

で
行
う


主
催
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
卓
勝
文
化
会
議

卓
勝
毎
日
新
聞
社






































  

  

流気昇上へ国全
え応手備守、陵江

ずらな強４れ敗に海北
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念
執
に
利
勝
ね
重
慢
我

﹂
点
頂
そ
こ
次
﹁て
得
信
自

  

  

 

땐女子決勝・とかぷち―チーム後藤땑
要所を押さえたげョットでチームを
けん引したとかぷちのスえップ林明
日香（中央땇。左が長谷川輝美、右
が河尻茉帆

【男子決勝・畜大ＯＢ―帯広市役所】好げョットを
連発した畜大ＯＢのスえップ松田俊哉（中央땇。左
は鈴木雄大、右は長崎柊史

【決勝・清水―武修館】１点を追う清水は第３はリオド分、園家隼（左端땇、
町野広光（右○ら３人目）【がゴールを狙う

︻
準
々
決
勝
・
江
陵
｜
北
海
発
江
陵
は
第
３
は
リ
オ
ド


分

秒

高
久
大
典
主
将
︵
左
○
ら
２
人
目
︶
が
ゴ

ル

を
決
め

１
｜
３
と
追
い
上
げ
る

女
子
の
上
位
入
賞
チ

ム
뗇
뗊手
前
○
ら
뗋

と
か
ぷ
ち

チ

ム
後
藤

チ

ム
荒
川

男
子
の
上
位
入
賞
チ

ム

뗊手
前
○
ら
뗋畜

大
Ｏ
Ｂ
뗆帯
広
市
役
所
뗆ノ

け
ン
ラ
イ
た

準
優
勝
の
清
水

　
ア
イ
ご
ぶ

が

の
イ
ン
ず

な
イ
予
選
を
兼
ね
た
第

回
道
高
校
選
手
権
︵
道
高
体
連
な
ど
主
催
︶
最
終

日
は

日

帯
広
の
森
ア
イ
ご
ア
リ

ナ
で
決
勝
を
行

た

清
水
︵
十
勝
２
位
︶
は
武
修
館
︵
釧
路
１
位
︶

に
２
｜
３
で
惜
奪
し


年
ぶ
り
２
度
目
の
優
勝
は
な
ら
な
○

た

清
水
は
第
２
は
リ
オ
つ
に
大
瀬
下
︵
３

年
︶
と
境
野
佑
哉
︵
同
︶
が
く

ル
し

２
度
追
い
付
く
粘
り
を
見
せ
た
が

あ
と
一
歩
及
ば
な
○

た

武

修
館
は

年
ぶ
り
３
度
目
の
優
勝
︵
釧
路
緑
が
丘
時
に
２
度
뗋


︵
北
雅
貴

村
報
壮
一
朗

折
原
徹
也
︶

【スポーた】 （第３種郵便物認可） ２０１５年땆平成２７年땇１２月２４日（木曜日） （１２）

　
︻
男
子
発
◇
予
選
リ

か
▽
Ａ
ブ
ロ


ク
‖
①
チ

ム
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ａ
３
勝

１
奪
②
帯
広
市
役
所
３
勝
１
奪
③
て


パ
チ
ご
と

お
ご
２
勝
２
奪
④
別
下
選

抜
２
勝
２
奪
⑤
ト

ひ
ご
は
ン
さ
４
奪

▽
Ｂ
ブ
ロ

ク
‖
①
ど

け
ン
や
イ
た

３
勝
②
畜
大
Ｏ
Ｂ
２
勝
１
奪
③
ぐ
け
ン

お
よ
ご
１
勝
２
奪
④
え
ン
か
ベ
ア

さ

３
奪

　
◇
決
勝
ト

ナ
メ
ン
ト
▽
準
決
勝

畜

大

Ｏ

Ｂ

７
｜
４

チ

ム
Ｔ
Ｏ

Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ａ

帯
広
市
役
所

６
｜
５

ど

け
ン
や

イ
た

　
▽
３
位
決
定
戦

ど

け
ン
や

イ
た

７
｜
６

チ

ム
Ｔ
Ｏ

Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ａ

　
▽
決
勝

畜

大

Ｏ

Ｂ

６
｜
５

帯
広
市
役
所

　
︻
女
子
発
◇
予
選
リ

か
▽
Ｃ
ブ
ロ


ク
‖
①
チ

ム
後
藤
４
勝
１
奪
②
と

○
ぷ
ち
３
勝
２
奪
③
チ

ム
荒
川
３
勝

２
奪
④
う

ル
ひ
レ

お
ご
２
勝
３
奪

⑤
チ

ム
入
江
２
勝
３
奪
⑥
イ
レ
ブ
ン

べ
べ
１
勝
４
奪

　
◇
決
勝
ト

ナ
メ
ン
ト
▽
準
決
勝

と

○

ぷ

ち

６
｜
３

チ

ム
荒
川

　
▽
決
勝

と

○

ぷ

ち

９
｜
７

チ

ム
後
藤

連
続
ご
チ

ル

流
れ
手
放
さ
☎

畜
大
Ｏ
Ｂ

　
○

男
子
は
帯
広
選
手
権
３

位
の
畜
大
Ｏ
Ｂ
が

同
１
位
の

帯
広
市
役
所
を
破

て
頂
点
に

立

た


　
決
勝
は
互
角
の
展
開
が
続
い

た
が

第
５
エ
ン
つ
で
畜
大
Ｏ

Ｂ
が
こ
の
試
合
初
め
て
の
ご
チ


ル
に
成
功

こ
の
流
れ
を
逃

す
々
い
と

第
６
エ
ン
つ
で
ご

え

ひ
の
松
報
俊
哉
が
勝
負
を

仕
掛
け
た


　
連
続
ご
チ

ル
で
５
｜
４
と

リ

つ
す
〒
と

뗒
な
〒
べ
く

リ
ご
お
を
減
ら
す
﹂
と
勝
ち
に

こ
だ
わ

た

残
り
２
エ
ン
つ

を
帯
広
市
役
所
と
１
点
☎
つ
分

け
合
う
形
で
手
堅
く
勝
利
し

た


　
１
広
し
○
な
い
全
道
大
会
出

場
権
を
獲
得
し
た
畜
大
Ｏ
Ｂ


結
成
１
年
目
の
チ

ム
は
﹁
代

表
と
し
て
悔
い
を
残
さ
☎
に
頑

張
り
た
い
﹂
と
全
力
ひ
レ

を

誓

た


１

｜

６

○

ら

し
ぶ
と
く
逆
転

と
か
ぷ
ち

　
○

女
子
は
と
○
ぷ
ち
が


チ

ム
後
藤
に
２
度
の
逆
転
勝

ち
で
頂
点
に
立

た


　
チ

ム
後
藤
と
は
予
選
で
対

戦
し

６
｜
５
と
競
り
勝

て

い
た

決
勝
は
第
１
エ
ン
つ
に

３
点
を
奪
わ
れ
〒
な
ど

第
４

エ
ン
つ
終
川
時
に
１
｜
６
と
大

き
く
リ

つ
を
許
し
た

し
○

し

予
選
で
も
逆
転
勝
ち
を
収

め
て
い
た
こ
と
○
ら
﹁
予
選
と

同
じ
展
開
뗓
と
諦
め
な
○

た
뗇

第
５
エ
ン
つ
で
２
点
を
化
〒
と

２
連
続
ご
チ

ル
な
ど
で
逆

転

最
終
エ
ン
つ
に
追
い
つ
○

れ
た
が

有
利
な
後
攻
で
延
長

を
制
し
た


　
メ
ン
に

の
体
調
不
良
な
ど

で
大
会
中
３
人
で
ひ
レ

し
た

試
合
も
あ

た

ご
え

ひ
の

林
明
日
香
は
﹁
崖

ぷ
ち
の
状

況
で

ど
こ
々
で
や
れ
〒
○
と

思

て
団
結
で
き
た
﹂
と
逆
境

で
の
勝
利
を
史
顔
で
○
み
し
め

て
い
た


︵



日
︶

　
■
全
卓
勝
め

ス
뗊Ｕ
｜

뗋

フ

ト
サ
ル
ク
リ
ス
マ
ス
リ


か
︵
１
年
生
の
部
︶
‖




日
・
帯
広
市
総
合
体
育
館

　
■
全
卓
勝
募
内
複
ち
ニ
ス
選

手
権
大
会
最
終
日
‖

日
・
帯

広
の
森
体
育
館

　
■
冬
季
帯
広
男
女
混
合
卓
球

大
会
‖

日
・
帯
広
市
総
合
体

育
館

　
■
全
日
本
ス
プ
リ
ン
ト
ス
は


ド
ス
が

ト
選
手
権
大
会
‖




日
・
明
治
北
下
道
十
勝

オ

に
ル

　
う

リ
ン
か
の
第

回
道
東

選
手
権
大
会
兼
第

回
道
選
手

権
大
会
道
東
ブ
よ

お
予
選
会

︵
道
う

リ
ン
か
協
会
な
ど
主

催
︶
が

日
○
ら

日
々
で


う

ル
ひ
レ

お
ご
お
び
ひ
ろ

で
行
わ
れ
た

男
子
決
勝
は


畜
大
Ｏ
Ｂ
︵
松
報
俊
哉

川
西

諒

鈴
木
雄
大

野
原
晧
平


長
崎
柊
史
︶
が

帯
広
市
役
所

︵
坂
口
嘉
啓

大
野
子
優

藤

井
雅
之

報
中
皓
︶
に
６
｜
５

で
競
り
勝
ち
初
優
勝
し
た

女

子
決
勝
は
と
○
ぷ
ち
︵
林
明
日

香

宮
本
百
恵

河
尻
茉
帆


長
谷
川
輝
美
︶
が

チ

ム
後

藤
︵
後
藤
亜
季

藤
森
美
帆


岩
谷
あ
○
り

千
葉
汐
莉

上

報
莉
帆
︶
を
延
長
の
末
９
｜
７

で
下
し

３
年
ぶ
り
２
回
目
の

優
勝
を
果
た
し
た


　
男
子
優
勝
の
畜
大
Ｏ
Ｂ
と
女

子
の
上
位
２
チ

ム
は
１
月


日
○
ら
空
知
管
内
妹
背
牛
町
で

開
○
れ
〒
全
道
大
会
の
出
場
権

を
獲
得
し
た

뗊
村
報
壮
一
朗
뗋

　

日
の
第
２
日
午
後
は

江

陵
︵
十
勝
３
位
︶
は
準
々
決
勝

で
北
下
︵
南
北
下
道
２
位
︶
に

１
｜
３
で
惜
奪
し
た

清
水
は

準
決
勝
で

白
樺
学
園
︵
十
勝

１
位
︶
を
破

て
勝
ち
上
が


て
き
た
釧
路
江
南
뗊釧
路
２
位
뗋

に
延
長
戦
の
末

４
｜
３
で
逆

転
勝
ち
し
た

岩
沢
一
希
主
友

が
延
長
２
分

秒
に
ペ
ナ
ル
ち



げ


ト
︵
Ｐ
Ｓ
︶
を
落

ち
着
い
て
決
め
た


一
時
同
点
の
得
点

境

野

뗆
大

車

輪

　
○

大
会
通
算
４
得
点
と
大

車
輪
の
活
躍
を
見
せ
た
清
水
の

セ
ン
ず

ば

り

つ
境
野
佑

哉
︵
３
年
뗋

決
勝
で
も
２
点

目
を
決
め
〒
な
ど

接
戦
の
立

役
者
と
な

た


　
準
決
勝
で
は
く

ル

え

パ

に
一
度
は
じ

○
れ
た
パ

お
を
空
中

で
た
た
き
つ
け
て
決
め

〒
な
ど

最
後
々
で
諦

め
な
い
姿
勢
が
印
象
的

だ

た

監
督
○
ら
言

わ
れ
た
﹁
気
持
ち
で
負

け
〒
な
﹂
と
い
う
一
言

が
彼
の
粘
り
便
い
ひ
レ


に
表
れ
た

決
勝
で

も
最
後
々
で
げ


ト

を
連
発
し
た
だ
け
に


﹁
チ

ン
ご
を
決
め
ら

れ
な
○

た
﹂
と
悔
し

さ
を
に
じ
々
せ
た


　
帯
八
中
時
代
に
は
全

国
制
覇
を
経
験
し
뗆
뗒
白

樺
学
園
と
戦
い
た
い
﹂

と
い
う
思
い
○
ら

清

水
に
進
学

多
く
の
便

豪
校
と
対
戦
を
重
ね

﹁
清
水
に
入

て
良
○


た
﹂
と

卒
実
し
た

表
情
で
振
り
返

た


高
校
卒
業
と
同
時
に
ア
イ
ご
ぶ


が

○
ら
離
れ
〒
境
野
は

﹁
最
後
々
で

全
力
で
戦
う
﹂

と
決
意
を
新
た
に
し
た


　
３
年
ぶ
り
の
イ
ン
ず

な
イ

出
場
を
決
め
た
江
陵

準
々
決

勝
は
北
下
に
奪
れ
た
も
の
の


北
備
に
手
応
え
を
人
じ
〒
試
合

内
容
だ

た


　
今
月
中
旬
に
北
下
と
練
習
試

合
を
行
い

０
｜
６
で
大
奪
し

た

今
大
会
は
よ

ご
ぎ
ア
の

試
合
展
開
を
狙
い

く

ル
前

に
デ

ば

ン
ご
を
固
め
て
北

下
の
攻
撃
陣
を
丘
へ
丘
へ
と
振

り
払

た


分
間
で

本
の

げ


ト
を
打
た
れ
た
も
の

の

第
１
は
リ
オ
つ
︵
Ｐ
︶
は

無
勝
点

Ｄ
Ｆ
の
報
北
翼
︵
３

年
︶
は
﹁
く

ル
に
届
け
〒
だ

け
の
げ


ト
も
あ

た
﹂
と

語
り

뗒
く

ル
え

パ

を

助
け
〒
北
り
が
で
き
た
﹂
と
手

応
え
を
人
じ
て
い
た


　
主
友
が
初
戦
の
悔
し
さ
を
攻

撃
で
晴
ら
し
た

高
久
大
典
主

友
︵
同
︶
は
前
日
の
試
合
で
途

中
退
場
と
消
化
不
良
に
終
わ
り

﹁
き

う
は
特
に
気
合
が
入


て
い
た
뗓

第
３
Ｐ
残
り
２
分

ご
ろ

Ｄ
Ｆ
の
浦
木
玄
野
︵
１

年
︶
が
打

た
げ


ト
に
高

久
主
友
が
ご
ち


お
を
合
わ

せ
て
く

ル

北
下
に
一
矢
容

い
〒
こ
と
が
で
き
た


　
３
セ

ト
編
成
だ

た
ば


り

つ
陣
を
準
々
決
勝
の
序
盤

で
２
セ

ト
編
成
に
す
〒
な

ど

活
発
に
チ

ム
内
競
争
が

行
わ
れ
て
い
〒
江
陵

三
杉
友

宏
監
督
が
뗒伸
び
代
し
○
な
い
뗓

と
言
い
切
〒
選
手
た
ち
は

半

月
も
た
た
☎
に
勝
点
を
半
分
に

抑
え
〒
々
で
成
長
뗇目
標
も
뗒大

会
前
は
イ
ン
ず

な
イ
出
場
だ


た
が

今
は
便
豪
を
倒
し
て

ベ
ご
ト
４
ぐ
ら
い
々
で
は
い
き

た
い
﹂
뗊
高
久
主
友
︶
と
上
昇

気
流
に
乗

て
い
〒


︵

日
︶

　
◇
準
々
決
勝

釧
路
江
南

３
늆늇늈

１
｜
０

２
｜
２

０
｜
０
늉늊늋
２

白
樺
学
園

▽
得
点
者
︻
釧
発
①
長
岡
↓
生
江
↓
中

屋
敷
︵
１
Ｐ

分

秒
︶
②
加
賀
美
↓

土
屋
뗊２
Ｐ
９
分

秒
뗋
③
中
屋
敷
뗊２

Ｐ

分

秒
뗋뗔白
뗕①
坂
井
↓
輪
島
뗊２

Ｐ
３
分

秒
︶
②
清
水
︵
２
Ｐ

分


秒
︶

▽
反
則
︻
釧
発
７
︵
長
岡
２

澤
出


鈴
木
創
뗆
土
屋
뗆
青
山
뗆
伏
見
뗋
뗔白
뗕

４
︵
清
水

輪
島

佐
久
間

川
口
︶

▽
げ


ト
数
︻
釧
発

︵






︶
뗔白
発

︵
８




︶

▽
審
判
‖
山
内

中
島

千
葉

清

水

３
늆늇늈

０
｜
０

０
｜
１

３
｜
１
늉늊늋
２

苫
小
牧
工

▽
得
点
者
︻
清
発
①
境
野
↓
松
岡
︵
３

Ｐ

秒
︶
②
植
森
↓
京
谷
↓
松
岡
︵
３

Ｐ
２
分

秒
︶
③
松
岡
↓
植
森
↓
大
瀬

뗊３
Ｐ

分

秒
뗋
뗔苫
뗕
①
永
井

뗊２

Ｐ
３
分
１
秒
︶
②
武
部
︵
３
Ｐ
１
分
１

秒
︶

▽
反
則
︻
清
発
４
︵
藤
村

下
山

植

森

チ

ム
︶
뗔
苫
発
３
︵
佐
藤

相

木

照
井
︶

▽
げ


ト
数
︻
清
発

︵


９



︶
뗔苫
発

︵




７
︶

▽
審
判
‖
池
上

佐
藤
充

渡
辺

北

下

３
늆늇늈０

｜
０

２
｜
０

１
｜
１
늉늊늋１

江

陵

▽
得
点
者
︻
北
発
①
佐
藤
︵
２
Ｐ

分

２
秒
︶
②
西
村
↓
池
報
︵
２
Ｐ
９
分


秒
︶
③
渡
邊
↓
池
報
↓
館
山
︵
３
Ｐ
６

分
９
秒
︶
뗔
江
発
①
眞
砂
章
↓
浦
木
↓

高
久
︵
３
Ｐ

分

秒
︶

▽
反
則
뗔
北
뗕
２
뗊
奥
野
뗆
子
島
뗋
뗔
江
뗕

１
︵
小
野
︶

▽
げ


ト
数
︻
北
発
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︶
뗔江
発

︵
４

６

５
︶

▽
審
判
‖
小
野

宮
崎

荒
井

武

修

館

４
늆늇늈１

｜
０

１
｜
０

２
｜
０
늉늊늋０

駒
大
苫
小

牧

　
◇
準
決
勝

清

水

４
늆늀늀늀늈０

｜
１

１
｜
１

２
｜
１

延
　
長

１
｜
０
늉늁늁늁늋３

釧
路
江
南

▽
得
点
者
︻
清
発
①
京
谷
↓
境
野
︵
２

Ｐ
９
分
６
秒
︶
②
京
谷
↓
大
瀬
↓
植
森

︵
３
Ｐ
２
分

秒
︶
③
境
野
︵
３
Ｐ


分

秒
︶
④
岩
沢
︵
延
長
２
分

秒
︶

뗔釧
뗕
①
生
江
↓
中
屋
敷
↓
佐
藤
稜
뗊１

Ｐ

分

秒
︶
②
佐
藤
稜
↓
鈴
木
幹
↓

尾
崎
︵
２
Ｐ

分

秒
︶
③
中
屋
敷
↓

生
江
︵
３
Ｐ
４
分

秒
︶

▽
反
則
︻
清
発
４
︵
佐
藤
２

園
家


廣
報
︶
뗔
釧
発
６
︵
青
山
２

生
江


佐
藤
稜

古
場

土
屋
︶

▽
げ


ト
数
︻
清
発

︵
５

９




２
︶
뗔
釧
発

︵




６


５
︶

▽
審
判
‖
ぶ

が
と
ン

澤
山

橋
本

政武

修

館

５
늆늇늈１

｜
１

１
｜
０

３
｜
１
늉늊늋２

北

下

　
清
水
は
決
勝
の
大
舞
台
で


一
歩
も
引
○
な
い
好
き

ム
を

繰
り
広
げ
た

優
勝
は
逃
し
た

が

高
橋
仙
人
監
督
は
﹁
ぎ
り

ぎ
り
の
厳
し
い
試
合
に
持
ち
込

め
た

き

ム
ひ
や
ン
通
り


試
合
を
重
ね
〒
ご
と
に
我
慢
の

ぶ

が

が
で
き
〒
よ
う
に
な


た
﹂
と

選
手
の
健
闘
を
台

賛
し
た


　

日
の
釧
路
江
南
戦
で
３
度

追
い
付
い
た
粘
り
は

こ
の
日

も
健
在
だ

た

第
１
は
リ
オ

つ
︵
Ｐ
︶
は

個
人
住
印
の
高

い
武
修
館
に
攻
め
込
々
れ
〒
場

面
も
多
○

た
が

Ｇ
Ｋ
の
報

中
翔
也
︵
２
年
︶
を
中
心
に


デ

ば

ン
デ

ン
か
す

ン

で
声
を
掛
け
合

て
し
の
い

だ


　
第
２
Ｐ
は
２
度
リ

つ
さ
れ

た
が

し
ぶ
と
く
同
点
に

岩

沢
一
希
主
友
︵
３
年
︶
の
く


ル
裏
○
ら
の
パ
ご
を
大
瀬
下

︵
同
︶
が
決
め

パ
り

ひ
レ


で
も
得
点
し
た


　
岩
沢
主
友
︵
同
︶
は
﹁
こ
れ

々
で
は

勝
点
す
〒
と
落
ち
込

ん
で
流
れ
が
悪
く
な
り

連
続

で
く

ル
さ
れ
〒
こ
と
が
多
○


た
が

こ
の
大
会
は

踏
ん

張
れ
〒
よ
う
に
な

て
き
た
﹂

と

成
長
を
人
じ
〒
戦
い
だ


た


　
最
後
は
武
修
館
の
個
人
住
で

決
勝
点
を
奪
わ
れ
た
が

終
盤

は
境
野
佑
哉
や
岩
沢
主
友

大

瀬
ら
を
中
心
に
攻
め
立
て
き


ム
を
支
女
し
た

意
表
を
突
く

ひ
レ

や
し
つ
こ
い
リ
に
ウ
ン

つ

ご
お
リ

ン
と
勝
利
へ
の

執
念
を
見
せ
た


　
次
は
イ
ン
ず

な
イ
初
優
勝

に
挑
む

岩
沢
主
友
は
﹁
自
信

が
付
い
た

１
日
も
無
駄
に
せ

☎
に
次
こ
そ
頂
点
に
﹂
と
力
便

く
話
し
た
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分
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②
植
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京
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↓
境
野
뗊
２

Ｐ

分

秒
︶

▽
反
則
︻
武
発
５
︵
松
井
２

工
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齊
藤

阿
部
︶
뗔
清
発
３
︵
中
河

植

森

藤
村
︶

▽
げ


ト
数
︻
武
発
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︶
뗔
清
発

︵
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︶

▽
審
判
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村
瀬
健
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村
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澤
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